
関 係 者 各 位

● 警報・注意報（県全体）

● 疾患別警報レベル・注意報レベル（各保健所）

● 2025年第30週全数報告について（南部保健所管内）※先週までの訂正追加報告も含む

● 南部保健所からのお知らせ

沖縄県全体報告数 南部保健所管内報告数

定点区分 27週 28週 29週 30週 30週 27週 28週 29週 30週 30週

6/30 7/7 7/14 7/21 （定点あたり報告数） 6/30 7/7 7/14 7/21 （定点あたり報告数） 警報
インフルエンザ 223 205 165 168 (3.73) 36 53 75 82 (6.83)

小児科 15 18 23 17 (0.68) 2 6 10 4 (0.67) 注意報

小児科 38 49 33 36 (1.44) 5 10 9 4 (0.67)

小児科 102 97 115 96 (3.84) 50 47 64 43 (7.17)

小児科 11 6 5 10 (0.40) 0 1 1 2 (0.33)

小児科 10 11 17 22 (0.88) 2 4 7 5 (0.83)

小児科 20 22 30 52 (2.08) 3 2 5 7 (1.17)

小児科 6 9 11 5 (0.20) 3 7 4 0 (0.00)

小児科 5 13 11 6 (0.24) 2 5 5 1 (0.17)

小児科 1 0 1 1 (0.04) 0 0 0 0 (0.00)

眼科 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

眼科 29 24 39 23 (2.56) 13 8 16 8 (2.67)

基幹 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

基幹 1 0 1 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

基幹 0 0 0 1 (0.14) 0 0 0 0 (0.00)

基幹 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

小児科 93 79 75 43 (1.72) 17 22 14 16 (2.67)

基幹 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

COVID-19 736 812 792 636 (14.13) 245 290 265 239 (19.92)

警報レベル

《二類感染症》
・結核　2件

《五類感染症》
・劇症型溶血性レンサ球菌感染症　1件
・百日咳　7件

「手洗い」、「咳エチケット」、「換気」等の感染予防策の実施にご協力よろしくお願いします。

・伝染性紅斑（中部保健所、八重山保健所）
・流行性角結膜炎（八重山保健所）
・手足口病（八重山保健所）

週　報 令 和 7 年 8 月 1 日
南 部 保 健 所

（TEL：889-6591）

※クラミジア肺炎については、オウム病を除く。

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

RSウイルス感染症

COVID-19

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

疾病名

流行性角結膜炎

インフルエンザ

咽頭結膜熱

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発疹

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

※定点医療機関とは、インフルエンザなどの感染症について、患者の発生情報を提供する医療機関のことです。定点１医療機関あ
たりの平均報告数で、感染症の流行状況を把握しています。

2)百日咳
　本県から令和７年7月25日付けで百日咳が過去最多ペースで増加しているとのプレスリリースが
ありました。詳細につきましては以下のリンクをご参照ください。

　発熱、長引く咳など体調不良時には、かかりつけ医に相談、受診もしくは、受診医療機関に迷う場
合は、「おきなわ＃7119電話相談」（#7119 若しくは 098-866-7119）へご相談ください。

　感染症発生動向調査による本県の医療機関から百日咳の届出が2025年第30週時点で累計939
人と、全数把握となった2018年以降では過去最多であった2024年の85人を大きく上回っており、増
加しております。
　南部保健所管内においても百日咳の報告数は2025年第30週時点で累計249人となり、本県と同
様に過去最多であった2024年の44人を大きく上回っており、増加しております。
　百日咳は感染力が強く、乳幼児が感染すると重症化あるいは死にいたることもあります。感染対
策には予防接種が非常に重要ですので、生後２か月になった乳児は速やかに五種（四種）混合ワク
チンの接種を開始しましょう。乳幼児でまだ予防接種を受けていない場合は早めに接種をしてくださ
い。また、児童、生徒や成人では一般的に軽症となる傾向がありますが、ワクチン未接種の新生児・
乳児に対する感染源となりうるため、咳が長引く場合は早めに医療機関を受診してください。

https://www.pref.okinawa.jp/press/1034048/1035861.html

1)新型コロナウイルス（COVID-19）感染症
　感染症発生動向調査による本県の医療機関からのCOVID-19の報告数は2025年第30週で定点
あたり14.13人（報告数636人）と先週より減少しているものの、高い発生状況が続いております。ま
た、南部保健所では2025年第30週で定点あたり19.92人（報告数239人）と県内で最も多い人数と
なっています。
　医療機関や高齢者施設での感染拡大を防止するために、①症状があり医療機関を受診する際は
事前予約の上でマスクを着用する等医療機関の指示に従う、②症状がある際は面会等の目的で医
療機関や高齢者施設等を訪問しない、③症状がない場合でも多人数での長時間の面会は避けマス
クを着用する、④マスク着用等の医療機関や高齢者施設等の指示には従う、⑤「手洗い」「咳エチ
ケット」「換気」等を実施すること、にご協力をお願いします。
　また、１歳未満の乳幼児の入院例も報告されています。乳幼児において呼吸器症状が続く場合は
必要に応じてかかりつけ医等へご相談ください。

2025年第30週(7月21日～7月27日)診断分
感染症の流行・発生状況について

警報

注意報

伝染性紅斑

なし

注意報レベル

なし
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